
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

『ロボット・イン・ザ・ガーデン』デボラ・インストール/著 

AI（人工知能）の開発が進み、家事や仕事にアンドロイド

が従事する近未来のイギリス。法廷弁護士として働く妻・エ

イミーとは対照的に、仕事も家事もせず家で過ごす 34 歳の

ベン。そんな夫に妻は苛立ち夫婦はもはや崩壊寸前。 

 ある朝、ベンは自宅の庭で壊れかけの旧型ロボットを見つ

ける。「タング」と名乗ったそのロボットに、他のアンドロ

イドにはない「何か」を感じたベンは、彼を直してやるた

め、作り主を探そうとアメリカに向かう。そこから、中年ダ

メ男とぽんこつロボットの地球を半周する旅が始まった。最

新刊は『ロボット・イン・ザ・システム』 

 

『ひろいせかいは きみのもの』ダニエル・イグヌス/絵 

さあ、絵本をひらいて冒険の旅にでよう。ひろいせかいは

きみのもの。おはよう、あさだよ。さあ、行こう！ゾウと一

緒に行進し、鳥の背に乗って空をひとっとび。ジャングルを

かきわけ、海へこぎ出そう。オオカミと雪山を走って、ホタ

ルとおどろう。想像力が冒険への扉のかぎだ。勇気をだして

一歩ふみだせば、かがやく世界が君を待っている！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1008年（寛弘 5年）11月 1日の『紫式部日記』に源氏物

語に関する記述があり、これが日本を代表する古典文学で

ある源氏物語についての最初の記録であることから、2008

年に源氏物語千年紀委員会によって宣言されました。2012

年には国の制定する記念日とする法案が 8 月に議員立法で

提出され、9 月に施行されております。ここでいう「古典」

とは“漢詩、囲碁、クラシック音楽、海外文学の翻訳等のよ

うに諸外国で創造され日本で受け継がれたものや、武道な

どの身体文化、茶道、華道、書道その他の生活文化を含み、

時代区分では明治期の作品を含む”とのことで、幅広い分野

にわたります。今月のテーマはこの日にちなんで、古典文学

の展示を行います。ご利用ください。ちなみに、大館市立図

書館の源氏物語状況は、北鹿新聞のコラム「図書館に行こう

よ No.222」で紹介していますので、ご一読くださると嬉し

いです。 

 

● ＣｈａｔＧＰＴがよくわかる本 

● わたしの１００歳地図 

● 親も子もラクになるゆるめる子育て 

● ５０歳の分岐点  

● Ｓｈｒｉｎｋ～精神科医ヨワイ～10 

● シルバー川柳 13 

● でぃすぺる     （今村  昌弘） 

● 花散るまえに    （佐藤  雫） 

● さよならの向う側 3 （清水  晴木） 

● 世界でいちばん透きとおった物語（杉井  光） 

● あなたが誰かを殺した（東野  圭吾） 

● 蒼天の鳥      （三上 幸四郎） 

● ノウイットオール  （森  バジル）（他） 

 

● こども調べ方教室 

●  

● くらべるためすサイエンス１００ 

● いただきます！からはじめるおさかな学 

● 怪ぬしさま     （地図十行路） 

● ガリレオの事件簿 3 （東野  圭吾） 

● きょうりゅうゆうえんち（絵本） 

● 危険生物工事車両（絵本） 

● つきのこうえん（絵本） 他 

今月のテーマ展示は 

『 古典文学 』    

『 どうぶつたちの森 』 

  

場所/花矢図書館 児童室 

10 月 9日に蔵書点検をおこないました。 

蔵書冊数 13,211 冊(9/30 時点)のうち、新たに所在不明

となった本はありませんでした。 

  

 


